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皆
さ
ん
の
時
代
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
二
〇
〇
九
年
四
月
の
介
護
報
酬

三
％
ア
ッ
プ
、
そ
し
て
補
正
予
算
で
い

た
だ
い
た
「
四
〇
〇
〇
億
円
（
介
護
職

員
処
遇
改
善
交
付
金
）」「
三
〇
〇
〇
億

円
＋
α
（
介
護
拠
点
等
の
緊
急
整
備
）」

で
、
介
護
職
は
も
と
よ
り
、
リ
ハ
ビ
リ

職
を
含
む
全
職
種
の
賃
金
が
ア
ッ
プ

し
、
職
環
境
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

　
二
〇
〇
九
年
十
二
月
三
十
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
政
府
の
新
成
長
戦
略
で

は
、
今
後
十
年
間
で
四
七
〇
万
人
の
雇

用
創
出
を
め
ざ
す
と
さ
れ
、
介
護
・
医

療
分
野
は
、
そ
の
う
ち
の
二
八
〇
万
人

の
新
規
雇
用
を
生
む
成
長
産
業
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
八
〇
万
人
の

雇
用
の
受
け
皿
と
な
る
た
め
に
は
、
き

つ
い
・
つ
ら
い
と
い
う
介
護
イ
メ
ー
ジ

を
払
拭
し
、
旧
い
介
護
現
場
か
ら
、
明

る
く
楽
し
く
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
凛
と

し
た
介
護
現
場
へ
と
変
え
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
専
門
性
・
科
学
性
の
確

立
に
よ
り
、
負
担
の
少
な
い
介
護
、
高

品
質
介
護
を
め
ざ
さ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
現
場
力
が
新
し
い
介
護
の
時
代
を

つ
く
る
、
ま
さ
に
介
護
現
場
革
命
の
と

き
な
の
で
す
。

　
新
し
い
時
代
に
は
、
介
護
福
祉
士
・

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
の
三
職
種

に
、
時
代
に
応
え
る
職
権
が
与
え
ら
れ

る
べ
き
で
す
。
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た

介
護
職
の
医
行
為
の
違
法
性
の
解
消
は

一
歩
前
進
を
み
ま
し
た
が
、
看
護
の
指

導
下
で
し
か
な
く
、ま
だ
ま
だ
不
十
分
。

看
護
・
医
療
の
基
礎
業
務
を
業
務
領
域

と
し
て
三
職
種
の
専
門
性
を
強
化
す
る

こ
と
、
そ
れ
が
で
き
ぬ
な
ら
、
医
療
介

護
福
祉
士
、
特
定
看
護
士
な
ど
の
新
職

種
の
創
設
を
求
め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
ア
ジ
ア
の
人
材
と
の
共
生
職
場
づ
く

り
も
い
っ
そ
う
進
展
を
み
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
先
進
国

日
本
の
介
護
・
医
療
・
リ
ハ
ビ
リ
の
技

術
は
輸
出
品
と
し
て
、
ア
ジ
ア
の
高
齢

化
を
支
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

成
長
産
業
と
し
て
の
介
護
・
医
療
・
リ

ハ
ビ
リ
の
現
場
で
は
、介
護
福
祉
士
も
、

理
学
療
法
士
も
作
業
療
法
士
も
、
す
べ

て
の
人
材
が
よ
り
い
っ
そ
う
職
の
専
門

性
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
介
護
保
険
、
医
療
保
険
の
制
度
内
事

業
体
の
中
に
あ
っ
て
、
現
場
の
最
戦
前

に
い
る
皆
さ
ん
こ
そ
が
生
活
弱
者
・
高

齢
弱
者
・
身
体
弱
者
の
生
活
権
を
守
ら

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
場
か
ら
の
発
信

が
、
制
度
を
つ
く
り
ま
す
。
ど
う
か
現

場
力
で
制
度
に
向
か
っ
て
声
を
上
げ
続

け
て
く
だ
さ
い
。
二
十
一
世
紀
型
の
職

権
を
勝
ち
取
る
た
め
に
、
専
門
性
を
陶

冶
し
、
た
ゆ
ま
ぬ
自
己
刷
新
を
続
け
て

く
だ
さ
い
。

　
母
校
は
皆
さ
ん
に
時
代
を
先
取
り
す

る
情
報
を
提
供
し
、
皆
さ
ん
の
人
生
を

精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ど
う
か
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
ご
卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
卒
業
生
諸
君
並
び
に
ご
家
族
の
皆

様
方
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
あ
げ

ま
す
。
本
校
で
学
ん
だ
知
識
と
技
術

を
生
か
し
、
信
頼
さ
れ
る
専
門
職
と

し
て
成
長
し
活
躍
し
て
ゆ
く
こ
と
を

確
信
し
て
い
ま
す
。

現
代
社
会
の
課
題

　
産
業
革
命
以
後
の
僅
か
二
五
〇
年

の
間
に
世
界
の
人
口
は
四
倍
に
、
年

間
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
六・七
倍

に
急
激
に
増
加
し
た
た
め
、
森
林
の

大
幅
な
減
少
と
化
石
燃
料
の
莫
大
な

消
費
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
温
暖
化

や
食
糧
、
水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
不
足

が
生
じ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
に

対
処
す
る
た
め
に
は
人
間
の
知
恵
と

協
力
が
必
要
で
す
が
、
残
念
な
が
ら

政
治
も
経
済
も
道
徳
も
十
分
に
機
能

し
て
い
ま
せ
ん
。
我
が
国
も
そ
の
渦

中
に
あ
っ
て
、
経
済
不
況
が
二
〇
年

も
続
き
先
行
き
も
依
然
と
し
て
不
透

明
で
す
。
政
府
に
は
適
確
な
政
策
の

実
施
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
個
人
も

自
分
が
な
す
べ
き
こ
と
や
、
社
会
の

た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
医
療
・
介
護
の
分

野
で
は
、
健
康
は
自
分
で
守
る
こ
と

が
最
も
大
切
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す

る
と
と
も
に
、
医
療
や
介
護
が
必
要

な
方
々
に
は
相
互
扶
助
の
理
念
で
接

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

科
学
へ
の
期
待

　
二
十
一
世
紀
の
課
題
の
解
決
に
は

政
治
、
経
済
な
ど
の
社
会
シ
ス
テ
ム

の
改
革
と
、
基
礎
科
学
の
進
歩
を
基

盤
と
し
た
科
学
技
術
の
開
発
が
不
可

欠
で
す
。
太
陽
光
な
ど
の
新
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
核
融
合
、
水
素
電
池
、

超
伝
導
、
海
水
の
淡
水
化
、
食
物
の

工
場
生
産
、
細
胞
の
再
生
、
医
療
・

福
祉
機
器
の
開
発
な
ど
、
す
で
に
進

行
中
、
ま
た
は
今
世
紀
中
に
実
現
が

望
ま
れ
て
い
る
技
術
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
教
育
と
科

学
に
対
す
る
投
資
と
環
境
づ
く
り
、

パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
に
富
む
人
材
の
育

成
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。
研
究
に

は
上
記
の
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

い
研
究
だ
け
で
な
く
、
ニ
ッ
チ
（
く

ぼ
み
）
を
埋
め
る
よ
う
な
研
究
も
必

要
で
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
職
人
芸
と

い
わ
れ
る
ス
キ
ル
（
技
）
も
大
切
で

す
。
医
療
・
福
祉
の
現
場
で
は
専
門

職
に
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
、
研
究
心

に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
創
意
工
夫
の
応

用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

す
べ
て
が
科
学
と
技
術
だ
け
で
解
決

で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
場
合

に
支
え
と
な
る
の
は
生
命
倫
理
で
あ

り
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
実
践
で
あ

り
ま
す
。

女
性
に
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割

　
社
会
は
半
数
ず
つ
の
男
性
、
女
性

か
ら
成
り
た
っ
て
い
ま
す
が
、
我
が

国
で
は
卑
弥
呼
の
時
代
を
除
き
男
性

優
位
の
時
代
が
続
い
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
女
性
の
社
会
進
出
は
世
界

的
に
各
分
野
で
見
ら
れ
、「
世
界
で

最
も
影
響
力
の
あ
る
女
性
一
〇
〇

人
」
や
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
な
ど
の

統
計
が
示
す
よ
う
に
、
著
明
な
業
績

を
あ
げ
て
い
る
女
性
の
数
は
増
え
て

い
ま
す
。
日
本
で
は
、
先
進
諸
国
に

比
べ
女
性
の
社
会
進
出
が
数
的
に
も

質
的
に
も
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本

女
性
の
才
能
、
感
性
、
優
し
さ
に
は

定
評
が
あ
り
、
活
躍
の
場
が
広
が
れ

ば
、
素
質
が
一
段
と
開
花
す
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
女
性
の
卒
業
生

諸
君
に
は
将
来
に
自
信
と
希
望
を

持
っ
て
特
性
を
活
か
す
こ
と
、
男
性

の
卒
業
生
諸
君
に
は
能
力
を
発
揮

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
に
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

卒
業
生
へ
の
期
待

　

卒
業
生
諸
君
の
最
大
の
特
徴
は

素
質
と
可
能
性
を
上
り
坂
の
人
生

に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で

す
。
た
だ
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
明
ら

か
な
よ
う
に
、
変
動
す
る
社
会
を
予

測
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
①
社
会
の
変
化
と

課
題
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
、
②

世
界
規
模
の
課
題
の
解
決
に
は
基

礎
科
学
の
振
興
と
科
学
技
術
の
開

発
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
③
女
性

の
才
能
と
特
性
を
活
か
し
て
男
女

共
同
参
画
社
会
を
築
く
こ
と
な
ど

が
、
国
際
社
会
の
平
和
の
維
持
と
地

球
環
境
の
保
全
に
強
力
な
力
を
発

揮
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
卒
業

生
諸
君
が
健
康
に
気
を
つ
け
な
が

ら
、
経
験
を
積
み
知
恵
を
働
か
せ

て
、
人
間
と
自
然
が
共
生
で
き
る
未

来
を
築
き
あ
げ
て
ゆ
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

■アジアとの連携さらに強く深く！
	 インドネシア教育大学(Universitas Pendidikan Indonesia ：略称UPI)と学術協定締結
	 �インドネシア教育大学は、全インドネシアの国立大学の中で、唯一学校名に「教育」を持つ大学です。地区での中等教
育機関の日本語教師の半数以上が当大学の出身。スラバヤ国立大学、マナド国立大学など、高等教育機関にも多くの人
材を輩出しており、インドネシアにおける日本語教育の中心的・指導的存在です。2001年には、インドネシア初の日本
語教育専攻修士課程が大学院に開設されています。

	 �2009年9月9日㈬、徳島健祥会福祉専門学校は、インドネシア教育大学との学術協定を締結しました。これは、介護福
祉の分野において、相互に交流を図り、教育・研究の向上に資するためのものであり、アジアにおける学術交流の範と
なるべく、共同研究を行うものです。

■教育再生への期待を担って　保育福祉学科開設（平成21年４月スタート）
	 �保育福祉学科は３年制。１学年定員20人という少人数で、個別指導が受けられる学科です。また、近畿大学とのダブルスクー
ルですので、短期大学卒業資格を得ることができます。卒業後は、保育士、幼稚園教諭２種免許、社会福祉士国家試験受
験資格（実務経験１年後）、社会福祉主事を取得できます。今年度は、１年生だけですが、健祥会グループの３保育園での
実習など、楽しく勉強しています。

■社会の期待を受けて、支援諸事業始まる
	 �離職者訓練事業生（緊急人材育成支援事業）スタート 平成21年度、介護福祉学科では「離職者訓練事業」に
より50名の学生が入学しました。この事業は、離職者等の方の再就職を支援する国の「緊急人材育成支援事業」のひと
つです。実施主体である徳島県から本校に委託され、介護福祉士の資格が取得できるよう訓練を行うものです。社会経
験のある学生たちは、たいへん意欲的に学習に取り組んでいます。

	 �介護福祉士等修学資金貸し付け事業決定 平成21年度より国の予算で実施されることになりました。介護福祉
士等養成校に在学し、卒業後県内で介護業務に従事する者に無利息で貸与されます。入学準備金として20万円、月額
５万円（２年間）、就職準備金として20万円の合計160万円を貸与されます。なお、卒業後、県内の福祉施設などで介
護業務に５年間従事した場合返還が免除されます。

■快適な住環境で迎えます　「健祥会ステーション徳島」落成
	 �平成22年３月14日に学生のための寮として「健祥会ステーション徳島」が落成します。初めの入居者はEPA協定による
フィリピンからの就学コース介護福祉士候補生17名を含む学生20名です。

■介護ってすばらしい！　介護の意義の啓発や介護職員の支援等の事業スタート
	 「潜在的有資格者等養成支援事業」介護福祉士国家試験対策講座，ケアマネージャー試験学習会，介護技術講座等を実施
	 「進路選択等学生支援事業」学生や教員に福祉・介護の仕事の魅力を伝えるための相談・援助を実施
	 「キャリア形成支援事業」希望する事業所に教員が出向き、職員に介護技術の訓練を実施

変
動
す
る
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に

学校長
齋藤 史郎

健祥会グループ
中村  博彦

第34号

現
場
力
が
新
し
い
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
の

時
代
を
つ
く
る

「私たちの時代」到来！ 順風の吹いた21年でした！

2010年（平成22年）3月13日

トピックス

2006、2007に続き、2008年度も合格率100％を達成し、
３年連続の実績を挙げました。100％達成の養成校の中で、
現役生の合格者数が40名以上なのは、全国の大学・短大・専
門学校のなかで唯一本校のみ！この快挙は、学生の努力はも
ちろん、それを支える本校独自の教育方法の結実であると言
えます。（データは厚生労働省資料より）

おめでとう！
 理学療法士国家試験
３年連続合格率
100％達成

　平成21年度卒業生より、卒業記念品として一号館 図書室にイン
ターネット設備が寄贈されました。離職者訓練生を迎え、またフィ
リピンとのEPAによる介護福祉士候補生の入学を控え、教育環境が
さらに充実したことは嬉しい限りです。学生のニーズに応えられる
よりよい教育が展開されますよう、しっかり活用してまいります。
ありがとうございました。

平成21年度

卒　業
記念品

回 月　日 講　師（所属等） テーマ
第１回 10月31日(土) 本村健太郎　弁護士・俳優 夢をあきらめずに

第２回 1月15日(金)
吉田　浩通
徳島県トレーナー協会会長
鴨島病院リハビリテーション部
次長

｢専門職としての歩み｣
理学療法士・スポーツトレーナーの
立場から

第３回 2月2日(火)
中村　裕子
聖隷クリストファー大学
社会福祉学部教授

認知症介護に必要な
コミュニケーション技術の基本と
実践のポイント

■公開講座（平成21年度）



第14回学校祭

「絆 ～数ある出会いの中で～」

９	�

第
１
回
福
祉
・
医
療
の
シ
ゴ
ト

体
験
会

11	�

長
期
臨
床
実
習
１
期 

～
７
／
11

（
理
学
・
作
業
３
年
）

	

参
加
実
習 ～

６
／
13
（
介
護
２
年
）

【
６
月
】

５	

学
校
説
明
会
（
高
校
教
員
対
象
）

20	�

第
２
回
福
祉
・
医
療
の
シ
ゴ
ト

体
験
会

27	

後
援
会
役
員
会･

総
会

【
７
月
】

４	

第
１
回
１
日
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

14	

見
学
実
習
（
介
護
１
A
・
１
B
）

18	�

ハ
ー
ト
夏
ま
つ
り

	

青
嵐
夏
ま
つ
り

19	

夏
ま
つ
り
阿
南

	

育
英
夏
ま
つ
り

　

平
成
二
十
一
年
一
〇
月
三
十
一

日
・
十
一
月
一
日
の
両
日
に
わ

た
っ
て
第
十
四
回
徳
島
健
祥
会
福

祉
専
門
学
校
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
学
生
主
体
で
企
画
・
運
営
が

行
わ
れ
る
秋
の
恒
例
行
事
、
今
年

の
テ
ー
マ
は
「
絆 

～
数
あ
る
出
会

い
の
中
で
～
」
で
す
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
を
飾
っ
た
の
は
、
南
井
上
小

学
校
金
管
バ
ン
ド
部
と
国
府
小
学

校
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
の
皆

さ
ん
。
さ
ら
に
、
梅
若
啄
穂
博
氏

の
民
謡
、
蒼
竜
神
マ
ヴ
ェ
ル
ヒ
ー

　

今
、
心
に
浮
か
ぶ
言
葉
は
「
感
謝
」
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
支
え
て
下
さ
っ
た
先
生
方
、
実
習
で
出
会
っ
た
患
者
様
、
そ
し

て
四
十
三
人
の
仲
間
達
に
、
た
だ
た
だ
「
感
謝
」
で
す
。

　

私
達
八
期
生
四
十
三
人
は
誰
一
人
欠
け
る
こ
と
な
く
、
実
習
を
終
え
、
そ

し
て
卒
業
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
実
習
で
様
々
な
試

練
を
乗
り
越
え
、
ま
た
卒
業
試
験
と
い
う
大
き
な
壁
を
破
り
、
卒
業
を
勝
ち

取
れ
た
こ
と
を
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

卒
業
に
あ
た
っ
て
、
皆
さ
ん
に
贈
り
た
い
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
為
に
生
き

る
」
実
習
中
に
毎
日
心
に
想
っ
て
い
た
言
葉
で
す
。
私
た
ち
は
医
療
を
志
す

者
で
す
。
私
た
ち
の
学
ん
で
い
る
こ
と
は
、
人
の
為
に
な
っ
て
こ
そ
意
味
が

あ
る
の
で
す
。
皆
さ
ん
に
は
こ
れ
か
ら
実
習
と
い
う
大
き
な
試
練
が
、
ま
た

来
年
に
は
国
家
試
験
と
い
う
壁
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
苦
労
は

す
べ
て
、
未
来
に
出
会
う
患
者
様
の
「
為
に
生
き
る
」
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
ん
な
苦
難
や
悩
み
に
出
会
お
う
と
も
、
こ
の
道
は

必
ず
未
来
で
患
者
様
の
笑
顔
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
、「
為
に
生
き
て
」
下
さ
い
。

　

い
つ
の
日
か
、
皆
さ
ん
と
臨
床
の
現
場
で
出
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
！

平
成
二
十
一
年

【
４
月
】

４	�

入
学
式
・
平
成
20
年
度
卒
業
記

念 「
二
宮
金
次
郎
」
像 

除
幕
式

28	�

見
学
実
習

（
介
護
１
A
・
１
B
、
保
育
１
年
）

【
５
月
】

１	�

五
月
祭
（
介
護
１
A
・
１
B
、

介
護
２
年
、理
学・作
業
１
、２
年
）

８	

第
１
回
健
祥
会
時
間

20	

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
夏
ま
つ
り

21	�

見
学
実
習 

～
22

（
理
学
・
作
業
１
年
）

24	

夏
ま
つ
り
三
好

25	

夏
ま
つ
り
海
部

26	�

ハ
イ
ジ
夏
ま
つ
り

	

こ
ま
つ
し
ま
健
祥
会
夏
ま
つ
り

28	�

第
３
回
福
祉
・
医
療
の
シ
ゴ
ト

体
験
会

31	

夏
ま
つ
り
ノ
ー
ス
徳
島（
ナ
イ
ト
）

【
８
月
】

１	

夏
季
休
業 

～
31

	

第
２
回
１
日
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

	

夏
ま
つ
り
美
馬

２	

健
祥
会
夏
ま
つ
り

３	

保
護
者
説
明
会

	

長
期
臨
床
実
習
２
期 

～
10
／
３

（
理
学
・
作
業
３
年
）

15	�

第
４
回
福
祉
・
医
療
の
シ
ゴ
ト

体
験
会

29	�

第
３
回
１
日
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

【
９
月
】

１	�

前
期
定
期
試
験
開
始

	

（�

理
学
・
作
業
・
保
育
１
年
、
介

護
１・２
年
）

２	�

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受

講
試
験
対
策
学
習
会 

～
10
／
６

５	�

第
４
回
１
日
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学

会
（
ナ
イ
ト
）

12	�

第
５
回
福
祉
・
医
療
の
シ
ゴ
ト

体
験
会

25	

海
外
研
修
旅
行
壮
行
会

25
・
29　
介
護
実
習
Ⅰ 

ー 

１

（
介
護
１
A
・
１
B
）

27	�

海
外
研
修
旅
行 

～
10
／
５

（
介
護
・
理
学
・
作
業
２
年
）

【
10
月
】

１	

後
期
授
業
開
始

７	�

介
護
福
祉
学
科
10
月
コ
ー
ス入学

式

25	

見
学
実
習
（
介
護
１
C
）

26	

海
外
研
修
旅
行
報
告
会

31	

学
校
祭　
第
１
回
公
開
講
座

【
11
月
】

１	�

学
校
祭　
第
５
回
１
日
キ
ャ
ン

パ
ス
見
学
会

３	�

第
６
回
福
祉
・
医
療
の
シ
ゴ
ト

体
験
会

７	�

解
剖
見
学
実
習
（
理
学
・
作
業

２
年
）

９	�

総
合
実
習 

～
12
／
５（
介
護
２
年
）

	
�

立
意
式

（
介
護
Ⅰ
年
、
理
学
・
作
業
２
年
）

	
�

卒
業
論
文
発
表
会

（
理
学
・
作
業
３
年
）

21	

同
窓
会
総
会

24	�

臨
床
評
価
実
習 

～
12
／
12

（
理
学
・
作
業
２
年
）

24･

25　
兵
庫
県
立
総
合
リ
ハ
ビ
リ

　
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
１
日
見
学

　
研
修
（
理
学
・
作
業
１
年
）

【
12
月
】

７	

介
護
実
習
Ⅰ 

ー 

２  

～
19

（
介
護
１
A
・
１
B
）

平
成
二
十
二
年

【
１
月
】

９	�

第
７
回
福
祉
・
医
療
の
シ
ゴ
ト

体
験
会

12	��

卒
業
試
験
（
理
学
・
作
業
３
年
）

13	�

総
合
実
習
発
表
会

（
介
護
１
、２
年
、
保
育
１
年
）

20	��

介
護
実
習
Ⅰ 

ー 

２
発
表
会

（
介
護
１
年
）

22	�

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
対
策
講

座 

～
２
／
26

【
２
月
】

４	�

介
護
技
術
講
座 

～
３
／
６

（
キ
ャ
リ
ア
形
成
訪
問
指
導
事
業
）

６	�

長
期
臨
床
実
習
指
導
者
会
議

15	�

後
期
定
期
試
験
開
始

（
理
学
・
作
業
・
保
育
１
年
）

17	�

卒
業
試
験
（
介
護
２
年
）

22	�

後
期
定
期
試
験
開
始 

～
３
／
１

（
介
護
１
年
、
理
学
・
作
業
２
年
）

【
３
月
】

５	

卒
業
生
と
語
る
会

13	

卒
業
式
・
謝
恩
会

25	

合
格
者
説
明
会

ロ
ー
シ
ョ
ー
、修
斗
ボ
ク
シ
ン
グ
、

村
上
幸
二
郎
氏
に
よ
る
口
笛
演

奏
、
国
府
地
区
婦
人
会
の
皆
様
の

盆
踊
り
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
地
域

の
皆
様
の
ご
参
加
を
得
て
、
賑
や

か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
文
化
講
演
会

　
「
行
列
の
で
き
る
法
律
相
談
所
」

な
ど
テ
レ
ビ
で
活
躍
中
の
弁
護
士

本
村
健
太
郎
氏
を
お
迎
え
し
ま
し

た
。「
夢
を
あ
き
ら
め
ず
に
」
を

テ
ー
マ
に
、気
さ
く
な
お
人
柄
で
、

自
分
を
信
じ
る
力
が
夢
を
叶
え
さ

せ
て
く
れ
る
と
力
強
く
話
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。

●
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ブ

　
「
あ
い
の
り
」
の
主
題
歌
で
大

ブ
レ
イ
ク
し
た
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
の
川
嶋
あ
い
さ
ん
の

ス
テ
ー
ジ
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

ば
か
り
か
、
全
国
各
地
か
ら
フ
ァ

ン
が
集
結
。
彼
女
の
優
し
い
歌
声

は
耳
を
傾
け
る
す
べ
て
の
人
を
魅

了
し
ま
し
た
。

●
絆

　

新
た
な
学
科
も
増
え
た
二
十
一

年
度
。数
多
く
の
出
会
い
の
中
で
、

絆
を
よ
り
深
め
よ
う
と
の
気
持

ち
を
テ
ー
マ
に
込
め
ま
し
た
。
実

行
委
員
長
で
あ
る
理
学
療
法
学
科

二
年
生
の
日
野
千
尋
さ
ん
を
中
心

に
、
学
生
た
ち
の
熱
い
思
い
が
響

き
あ
い
、
内
容
の
濃
い
学
校
祭
と

な
り
ま
し
た
。

　　海外研修旅行報告

2009

イベント

「
為
に
生
き
る
」
と
い
う
こ
と 

〜
卒
業
生
か
ら
在
校
生
へ

   

理
学
療
法
学
科　
８
期
生    

徳
元　
義
治

求人倍率の高さは介護福祉士・理学療法士・作業療法士のへ社
会の期待を物語っています。
さらに専門性を高め社会の要請に応えていかねばなりません！

■理学療法学科 ■作業療法学科/第8期生　■介護福祉学科/第13期生

2009年度 卒業生進路状況
（平成22年3月１日現在）

介護福祉学科 求人倍率70倍以上 !!

作業療法学科 求人倍率30倍以上 !!
理学療法学科 求人倍率27倍以上 !!

2010年（平成22年）3月13日第34号

カペル橋 ユングフラウヨッホ観光

リハビリセンター視察

この経験を糧に、世界を視野に成長を！
●介護福祉学科　●理学療法学科　●作業療法学科

　平成21年９月27日（日）～ 10月５日（月）の９日間、神野俊団
長のもと、法人職員２名、介護福祉学科４名、理学療法学科10
名、作業療法学科６名、引率教員２名、計25名で、ドイツ・オー
ストリア・スイスへ海外研修旅行に出かけました。
　福祉・医療先進国であるドイツでは、リハビリテーションセ
ンターや高齢者福祉施設における取り組みの実態や最新動向を
視察し、養成校では現役学生と体験授業を通して交流を持つこ
とができました。
　芸術の都・ウィーンでは異国文化に触れ、スイスではヨーロッ
パ最高地点の鉄道駅があるユングフラウヨッホで雪と氷の美し
い世界を体験することができました。
　何もかもがグローバル化する中、医療・介護の世界ではアジ
アとの連携がどんどん深まっていきます。また、日本の高い介
護技術は世界へ向けての輸出品ともなっていくでしょう。皆さ
んの活躍の場はアジアへ、世界へと広がっていくのです。この
経験をはじまりとして、常に広く世界に目を向け、大きな視野
を養い、国際感覚を持った専門職として成長していってほしい
ものです。

恒例

IN


